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三重大学医学部法医学講座の紹介

　滋賀医科大学から信楽を通り、 鈴鹿峠を越え、 約 2時
間弱、 車を走らせると、 三重大学に着く。 平成 6年 6
月にこちらに着任して早や 4年以上が過ぎた。 初期の教室
作りから、 種子島章男君 （滋賀医科大学平成 2年卒） が
大学院特別研究生として参加し、 平成 8年 4月から講師
として研究・教育・鑑定業務に携わってくれている。
　 講座の研究テーマは、 1) アルコール代謝の個人差・民
族差に関する研究、 2) 児童虐待と胸腺機能に関する研究、
3) 内因性急死の原因究明などである。 特に、 種子島君が
取り組んでいる胸腺の解析は、 ここ 2、 3年でめざまし
く進み、 ヒト傍胸腺リンパ節の形態的並びに機能的解析を
初めて行い、 日本法医学会のみならず、 広く注目を浴び
ている。 スタッフは、 助教授 1名、 助手 1名、 技術補
佐員 2名を含めた計 6名と研究生 2名であるが、 他に学
生が多く出入りしている。  
　出入りする学生は、 「研究室研修」 と 「新医学専攻
コース」 の 2種類に分かれる。 「研究室研修」 は、 い
わゆる基礎配属実習に相当するものであるが、 第 3学年 2
学期から第 4学年 1学期までの 1年間、 チュートリアル
教育の間、 午後の時間帯が全て研究室研修として時間割に
組み込まれ、 各研究室 （基礎、 臨床を含む） で指導教
官から与えられたテーマに取り組むことになっている。 終
了時には数名ずつの発表会で、 主査 1名 、 副査 2名によ
る審査が行われる。 「新医学専攻コース」 は、 いわゆる
M.D.,Ph.D. コースと呼ばれ、 希望する学生が基礎医学の講
座に所属し、 講義の合間をぬって研究に取り組むもので、
各学年約 10～ 15％の学生が選択している。 学部学生の
間から研究の基礎を積み上げ、 大学院博士課程を 3年間で
修了できるだけの実力を身に着けようというものである。
勿論、 新医学専攻コースを選択するものは、 その講座で
研究室研修も行うことが推奨されている。  
　現在、 法医学講座には研究室研修の学生 3名 （第 3学
年）、 新医学専攻コースの学生 5名 （第 4学年 3名、
第 2学年 2名） が在籍し、 スタッフと共に毎週木曜日夕

方のセミナー 、 日頃の研究・解剖などに参加している。
大学入学直後には、 まだ解剖学も生理学も分からない未熟
なものであるが、 一つ一つのテーマに取り組みながら、
基礎医学から臨床にわたるまで幅広い知識を少しずつ身に
着けていくことになる。 実験器具の扱い方、 方法論を習
得し、 やがては自らアイデアを出せるように研究者養成ト
レーニング が続けられる。 現在第 4学年の学生は、 国内
外の学会で発表を行い、 英語で論文を作成する段階にまで
到達した。 近年の分子生物学の進歩はめざましく、 スタッ
フが学生から最新の文献や情報を教えられることもしばし
ばである。 現在の医学研究には生物学の基礎的知識が必須
であり、 彼らは大学入学直後から 「Human Biology」、
「Molecular Biology of the Cell」 をそれぞれ半年、 1
年かけて読破する。 そして、 第 3学年から始まるチュー
トリアル教育では与えられた課題から自ら問題点を抽出
し、 それを調べて解決し、 発表し合い議論してまとめあ
げ、 そして次の課題に進むという流れの中で、 英語にも
慣れ、 自主性が身に付き、 研究に取り組むに必要な条件
が自然に備わってきた印象がある。 従って、 講座内のセ
ミナーでも、 論文を検索・読破して発表し 、 学術的な議
論に参加するという積極的な態度が見られる。 このような
態度が講義にも現れ、 単に聞くだけの講義から参加する講
義に変わったと感じているのは、 私だけではないと思う。  
　このような学生の中から、 次代の法医学を担う若手研究
者が育ってくれることを願っている。 研究室で立派な教授
が一人でどれだけ頑張っても研究は進まない。 スタッフと
共に、 優秀な若き学生・ 大学院生を次々に育てることが
第一段階と考える。 研究室に出入りする学生を足手まとい
に感ずる先生方もおられるが、 私は寧ろ学生達の若くて新
鮮な力に助けられている。 滋賀医科大学の在学生もしくは
卒業生の中から、 もし 、 法医学を専攻したいという希望
を持つ人があれば、 是非、 西 克治教授の講座と共に、 三
重大学の法医学講座も訪ねていただきたい。

ふくながたつしげ　兵庫県出身。昭和 56年
神大医学部卒業。平成元年４月より滋賀医大
法医学教室助教授。平成６年６月より三重大
法医学教室教授。現在滋賀医大非常勤講師。
　趣味は剣道・水泳。
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三重大学医学部法医学講座教授
　　　　　　　　　　

福 永 龍 繁
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震災後の活動と開業を通じて

オープンカウンターの受付

オモチャがいっぱいの箱庭療法室、小学生から成人まで心の治療に使う



　今年の４月大学に戻ってきて助手をしています。そして息つ
く間もなく４月 18～ 22日に San Diego, California で開催
された ’98 アメリカ白内障・屈折矯正手術学会に初めて参加
したのですが、そこで発表した手術のビデオ講演で学会賞をい
ただきました。演題名は "Cataract Surgery Training Using 
Chestnuts" です。これは白内障手術で最も重要な水晶体核の
分割手技を習得するための新しい白内障手術指導法です。 
　従来の白内障手術練習では豚眼が用いられてきました。しか
しながら豚眼は白内障がなく水晶体が柔らかいので、ヒトの白
内障手術で肝心の白内障水晶体核処理の練習が不可能だったわ
けです。そのため白内障手術に習熟してない術者がヒトの手術
に臨むことによって起こる合併症を経験せざるを得ませんでし
た。もちろんヒト白内障水晶体核を代用するものはいろいろと
試されてきたのですが、いずれもその感触が違うため実践練習
にならなかったのです。われわれはそれを simulate するそっ
くりのものが身近にある食物で代用できることを見つけました。
さらにそれを加工することでヒト白内障水晶体核の段階的な硬
度をすべて体験できるよう考案しました。そしてこれを豚眼に
移植した模擬眼を用いて白内障手術の練習をさせた結果、初心
者といえども『ヒトの手術で練習して合併症を経験してしまう』
ことなく手術手技を完全に習熟することが豚眼練習の段階で可
能となりました。 
　さてその学会賞ですが、発表者 170 人の中で各部門ごとで
最優秀賞と優秀賞が授与されました。それは学会場の Marriott 
Hotel の大ホールで開催されたのですが，いまだかつて見たこ
とがない凄まじく盛大なもので、各国の doctor 3000 人とそ

の他 2000 人の正装した男女がワインを片手に授賞の発表を待
ちます。授与式は、まず Presentor がユーモアを交えてスピー
チし最後に封筒を開封しカードに書かれた受賞演題と演者を発表
してオスカー（トロフィー）を授与するというもので、その時ま
で誰が受賞するか受賞者さえも知らされていません。呼ばれた人
はオーケストラの生演奏の中スポットライトを浴びてステージの
大３面スクリーンに映し出され壇上に上ります。そして Presen-
tor と握手を交わし演壇でスピーチするという具合です。これら
はまさに映画のアカデミー賞そのままで、会場に入った時はその
会場の人数と熱気とゴージャスな雰囲気に圧倒されていました。
あーこれは自分には関係ないなー、と後ろの席に座って医局の先
生方と飲みいそしむことにしていました。各部門の表彰が進みそ
して・・・「めーかーだーあつしーじゃぱーん！！」・・・えーっ？
まさかー！！！・・・のまさかでした。それにしてもとんでもな
くゴージャスな中で選ばれるというこの独特の雰囲気は、考案し
たアイデアに対する最高の評価に感じられました。今回のすべて
は本当に忘れられない思い出となりました。 
　とりとめのない受賞報告になりましたが、ともかく今後滋賀医
大では他所と違い初心者でも一味違う白内障手術ができる！！？
ことでしょう。どうか御安心くださいませ。さて今取り組んでい
ることはといいますと、従来は白内障術後に視力が良くなると
いっても多くはめがねやコンタクトレンズを必要としていました
が、これを『術後それらを使わずに遠くがよく見える』ように術
中にコントロールしてしまうという新しい試みです。これにより
めがねやコンタクトレンズなしで遠くが良く見える視力の人が増

』る得を力視眼裸のり通い狙『 ね重を善改るならさ後今。たしまえ
マジック手術法？を目指したいと思っています。もしも白内障手
術でできるだけよい遠見視力を得たいという方が居られましたな
ら良ければ御紹介ください。金曜日の外来にいます。微力ながら
お役に立てますれば幸いに存じます。

　目加田　篤滋賀医大眼科助手 （８期生）

私の研究

｀Presentor の John Corboy と筆者

　　　98アメリカ白内障・屈折矯正手術学会で
　　　　　　　　　　　　　　学会賞を受賞して 
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　“ 人に存するもの眸子（瞳）より良きはなし ” という言葉が
「孟子」の中にあるそうです。実に眼という ものは、恋しい人に対し
て口ほどに物を言う美しい構造を持つ器官ですが、広く外界の情報
を入手する門戸 として、また脳をはじめ体内の情報を通知する
窓として、その重要性は日々の診療毎に感じ入るところです。 
この眼に携わること 10 年を過ぎましたが、この間、大学院
で心理物理学的手段を用いた視機能検査法を学んだことを 契
機に、1996 年 10 月より米国カリフォルニア州立大学バー
クレー校（University of California at Berkeley : UCB） の
Optometry School に留学しております。 　
　米国では、眼科はOptomelrist (Optomelry Doctor) が
視機能検査部門を、そしてOphthalmologist(Medical Doc-
tor) が主に手術部門を受け持つという分業制度をとっていま
す。日本ではわれわれ眼科医 (Ophthalmologist) が両方を担
当しています。 Optometry School も、Medical School も
共にUnder Graduate（日本の大学に相当）を終了の後に再
度試験を受けて入学し、 どちらも４年間の通学を経て国家試
験を受け、Doctor の称号を得ます。私は従来の興味により、
Vision Science の研究が盛んな UCBの Optometry School
で Enoch 教授の研究室にお世話になることと致 しました。現
在は、網膜視細胞外節の配列状態を推測するStiles-Crawford
効果の実験に取り組んでいます。被験者は人間であり、 皆、日
本語を解さない人々ですから、なるほど言葉はコミュニケー
ションの手段だと痛感する毎日です。実験上、“light” も “right” 
も非常に重要であり、多くの日本の方と同様に “L”“R” の発音
には泣かされています。“Corolla” という車の 名前を上手に発
音できる日本人は少ないと思うのですが如何でしょうか。ま
た実験の合い間には雑談を交え、親睦をはかるわけです。 お
互いの国の気候、食習慣などは良いとして、“日本の宗教は何
か ”とか、“日本映画の「Shall We Dance?」で夫が夜遅くま
で ダンスの稽古に励んでいることを妻は知らず、疑惑を胸に
ひたすら夫の帰りを待ち続けるが、決して夫にその理由を聞こ
うとはしない。 あれは何故か？ ” といった質問には、しばし
考え込む次第です。日本を離れて日本を考えることは、誰かの
言葉を引用しますと、 日本という国にスポットライトを当てて
客席から鑑賞するような気分です。日本語への興味も皆さん旺
盛で、“お早う ”はオハイオ州 の “Ohio” と覚えるのは有名で
すが、“どういたしまして ”を “Don't touch my moustache”

と覚えるというのには笑ってしまいました。 moustache（口
ひげ）のない方は使えませんよね。似たようなものでは、北
杜夫氏の小説の中に、“Free care coward to be come me 
do not” が “ 古池や蛙とび込む水の音 ”だという話がありまし
た。いずれにせよ、人間相手の実験は、国際交流とそれぞれ
の国の会話の習得には 役立ちそうです。
　さて私の住むバークレーですが、ここは大学（UCB）を中
心とする小さな大学街で、風光明媚な港町として有名なサン
フランシスコとは電車で 30 分の距離です。UCBは学生３万
人を擁するマンモス大学で、数あるUC(UCLA,UCSF など )
の中で最も歴史が古く、創立 100 年を越えています。 映画
“ 卒業 ” の中で、主人公のダスティン・ホフマンが恋人の姿を
探し求めて歩き回っていたのがUCBのキャンパスです。大学
のある丘からは、 サンフランシスコ湾の向こうにゴールデン
ゲートブリッジを望むことができ、帰り路に美しい夕焼けと
共にこの橋を眺めながら、そのまた遥か 彼方にあるはずの日
本に想いを馳せる次第です。留学の目的は、まずは専門分野
の習得ですが、その他には、自分がその国の住民となり、 その
国の人々とかかわる中で、様々な価値感の違いを含め、日本
とは異なった環境を味わうことでしょうか。機会がある方は、
ぜひ思い切って 出かけてください。明日の研究に役立つこと
から、人間として、男性として女性として人生を歩む上での
エッセンスになるような事柄まで、 10 人 10色の心染み入る
経験をされることと思います。 
　最後に私の好きな言葉を紹介して、留学便りの締めくくり
とさせて頂きます。

　I'm only a boy looking for beautiful pebbles and shells 
on the beach.  The ocean which is full of undiscovered 
truths lies before me.　　- Newton -

　Jay M. Enoch教授と共に

　黄野桃世　（７期生）滋賀医大眼科助手
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最新の知見を英語で発表しないと国際的に評価されない医学・医
療の分野において英語を母国語としない日本人はハンデイキャップ
を負っています。医学英語に対する要望が多いのに学ぶ機会が少な
い事は本学の問題でありました。そこで、若手の教官を中心とした
医学英語を勉強したい学生・若手医師のためのボランテイア活動が
今年度からはじまりました。脳外科の中洲康子先生を中心に面白い
試みをしていますので紹介させていただきます。5月 18 日に大学
院の講義の一こまに英語論文作成の講義が始まりました。堀池教授
がなぜ論文を書くのか、私が原著論文の構成、上島教授がイントロ
の書き方は重要だという講義を行い、相浦助教授が英語の起源から、
正しい英文、パラグラフィングについてわかりやすく講義されまし
た。次に 6月 5日に学内模擬国際学会と称してバーチャル学会が催
されました。第２外科の藤野先生が世話人で発表者は一色啓二（第
３内科）, 手塚則明（第２外科）、田中敏樹（脳外科と薬理）で指導
者 の先生が座長となられ、実際の学会のような活発な質疑応答が行
われました。DeMond 先生から英語のはなし方、原稿を覚える事、

スピードなどについて指導がなされました。また国際学会のエキ
スパートである戸田教授と森田教授から適切な助言がなされまし
た。続いて 7月 13日（月）に体験的英語論講座第１回　話す／
聞くという主題で同窓生のお二人の講演がありました。 高田政彦
先生（放射線科、４期生）が「通じる話 し方と発音」という事で

子分（ 生先成良見相 、れさ話を話労苦の時学留コスシンラフンサ
神経、５期生）が「英語との格闘：ぼくの経験から」という題で
子供の時からUBC留学さらに現時点までの英語との格闘を話さ
れました。自らの苦労話を後輩に是非 聞かせたいという意欲と情
熱のあふれる話でした。いずれの企画もボランテイア活動で あり、
参加する必然性はないのですが、多くの方が参加され満足して帰
られました。 これからも医学英語の要望に応えるべく多くの企画
が準備されていますのでご期待下さ い。歩き始めの活動ですので
ボランテイアや建設的なご意見を求めています。

　医学英語ワーキンググループ活動の紹介

（
17

）
生
期

高橋正行
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　今年で若鮎祭も第 24回を迎えることとなりました。
単なる学生のお祭りで終えるのではなく、地域の皆様と交流を深め大学全体の
活性化の場になるよう関係者一同頑張っています。
　今年はメインテーマとして ‘ 薬害 ’ を取り上げました。今回は、医学展・看護
学展というように医学科・看護学科が別々に行動するのではなく、合同でひと
つのメインテーマを考えあい、作り上げていきます。
　薬害の歴史を中心に今までの医療体制について振り返り、また将来医療に携
わっていくものとして私達は今後どのようにすればよいのか、自らへの問題提
起の場にしていきたいです。
　ご来場の皆様にも、私達学生がどのような考えを持っているのかを知ってい
ただきたく思います。
　その他にも様々な企画を練っております。一人でも多くの方のご来場を関係
者一同心よりお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　若鮎祭実行委員長　桐ヶ谷　大淳
　　　　　　　＜連絡先＞若鮎祭実行委員会　福利棟２Fサークル連絡室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 077-548-2093 

・メイン企画 　　　　　「薬害」
・コンサート　 　 近藤房之助
・学内レガッタ 　　 10月 10日 （土）
・ミシガンナイトクルージング
　　　　　　　 　　10月 16日 （金）

・水上ステージ企画
・子ども動物園、子ども映画館
・健康祭り
・模擬店
・各種展示

若鮎祭スケジュール

～ともに未来へ～Reincarnati
on”

若
鮎 祭
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お問合せは「湖医会」へ

宿泊 10％ off　／　婚礼飲食５％ off

！ホテルグランヴィア京都と優待契約
京都駅前

第1997年度第２回常任幹事会議事録
　　　　　　　　　　　　　（1998. ６.24） 

１. 滋賀医科大学外部評価に対する準備委員会編集の
　　「滋賀医科大学の明日に向かって」の配付について
２.「湖医会」の法人化についての資料が提出され、今後
も　　　継続審議していくことになった
３. 教育実習新カリキュラムへの協力について検討され、
　　協力することが確認された
４. その他 
　（1）保育園設立準備調査について
　（2）湖都通信の新たな編集委員について

第26回幹事会兼1997年度第3回常任幹事会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1998.9.3）
１. 総会に向けての議案づくりが検討された 　
　（1）1997年度事業、会計報告 　
　（2）1998年度事業計画、予算案 　
　（3）各担当幹事からの報告 　
　（4）その他
２. その他 　
　（1）法人化について、資料収集し検討を重ねる 　
　（2）同窓会創立 20周年に向けての準備について
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